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江
戸
時
代
中
期
、
苦
難
に

立
ち
向
か
っ
た
七
義
士

寛
延
３
（
1
7
5
0
）
年
、

現
在
の
三
豊
・
観
音
寺
・
多
度

津
・
善
通
寺
・
琴
平
・
ま
ん
の

う
地
域
の
農
民
に
よ
っ
て
、「
西

讃
百
姓
一
揆
」
が
起
こ
り
ま
し

た
。
当
時
、
農
民
た
ち
は
不
作

に
苦
し
ん
で
い
た
う
え
に
、
役

人
た
ち
の
容
赦
な
い
年
貢
の
取

り
立
て
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が「
七
義
士
」

と
呼
ば
れ
る
７
人
の
農
民
で
す
。

中
心
人
物
は
、
笠
岡
村
（
現
・

豊
中
町
笠
田
笠
岡
地
区
）
の
大

西
権
兵
衛
。
七
義
士
は
命
を
懸

け
て
、
丸
亀
藩
と
多
度
津
藩
に

切
な
る
願
い
を
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
願
い
は
聞
き

届
け
ら
れ
ず
、
そ
の
後
、
一
揆

首
謀
者
の
七
義
士
と
権
兵
衛
の

息
子
た
ち
は
全
員
処
刑
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
自
ら
の
命
を
投

げ
打
っ
て
苦
難
を
切
り
開
こ
う

と
し
た
権
兵
衛
た
ち
。
彼
ら
の

生
き
ざ
ま
は
、
今
も
な
お
、
地

域
の
誇
り
と
し
て
、
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
大
発
見
が

本
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

「
七
義
士
の
勇
敢
な
行
為
を
、

平
成
最
後
の
区
切
り
の
時
期
に

次
の
時
代
へ
遺
し
た
い
」

こ
の
想
い
で
、
本
づ
く
り
へ

と
動
き
出
し
た
の
が
「
七
義
士

の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
会
」
の
皆

さ
ん
で
す
。
実
は
こ
の
本
の
発

刊
の
背
景
に
は
、
き
っ
か
け
と

な
る
歴
史
的
な
大
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
27
年
、
こ
れ
ま
で
ず
っ

と
不
明
と
さ
れ
て
い
た
七
義
士

の
埋
葬
墓
地
が
見
つ
か
っ
た
の

で
す
。
場
所
は
、
現
・
高
松
市

下
笠
居
地
区
。
七
義
士
が
処
刑

さ
れ
た
金
倉
川
処
刑
場
（
現
・

丸
亀
市
金
倉
町
）
か
ら
密
か
に

遺
体
は
船
で
運
ば
れ
、
下
笠
居

地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
、
埋
葬

後
か
ら
今
ま
で
大
切
に
参
り
続

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。※

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
笠
田
地

区
や
文
化
財
保
護
協
会
豊
中
支

部
の
人
々
と
高
松
市
下
笠
居
地

区
の
人
々
と
の
交
流
も
始
ま
り
、

毎
年
お
互
い
に
訪
問
し
合
う
縁

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

埋
葬
墓
地
の
場
所
を
発
見
し

た
当
事
者
で
あ
り
、
本
の
製
作

に
携
わ
っ
た
石
井
利
邦
さ
ん
は
、

「
下
笠
居
で
供
養
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
七
義
士
の
物

語
は
完
結
に
至
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
貴
重
な
資
料
が
残
っ
て

い
る
う
ち
に
史
実
を
ま
と
め
て
、

み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
、
本
づ
く
り
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

本
の
完
成
は
目
標
の
一
つ

多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い

本
は
平
成
30
年
11
月
に
完
成

し
、「
多
く
の
人
に
広
め
る
た

め
に
」
と
、
市
内
や
七
義
士
の

ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
学
校
、
図

書
館
、
公
民
館
な
ど
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

「
権
兵
衛
さ
ん
た
ち
の
志
を

後
世
に
継
承
す
る
の
が
私
た
ち

の
役
目
で
す
。
本
が
完
成
し
た

こ
と
で
、
一
つ
の
目
標
を
達
成

で
き
ま
し
た
」

七
義
士
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る

会
会
長
の
千
秋
直
康
さ
ん
は
、

「
笠
田
地
区
だ
け
で
な
く
、
関

心
の
あ
る
人
み
ん
な
に
読
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
も
言

い
ま
す
。

大
西
権
兵
衛
た
ち
七
義
士
の

存
在
は
、
地
域
の
人
々
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
「
ヒ
ー
ロ
ー
」。

６
万
５
千
人
と
も
伝
え
ら
れ
る

農
民
を
率
い
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
そ
し
て
、
自
分
の
命
を
犠

牲
に
す
る
大
き
な
覚
悟
。
そ
の

勇
敢
な
生
き
ざ
ま
が
礎
と
な
っ

て
、
現
在
の
私
た
ち
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
と
、
遺
徳
を

語
り
継
ぐ
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

■■ 代々語り継がれる歴史を次の時代へ ■■

地域の誇り“七義士”の本を発刊
約270年前、三野郡笠岡村（現・豊中町笠田笠岡地区）の大西権兵衛など7人
を中心とする「西讃百姓一揆」が起こりました。命を投げ打ったその行動は
時を越えて語り継がれ、平成が終わりを迎える今、1冊の本にまとめられました。

▲

平
成
27
年
、
一
揆
か
ら
2
6
5

年
も
の
時
を
越
え
、七
義
士
の
埋
葬

墓
地
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

に
は
、笠
田
地
区
の
皆
さ
ん
が
高
松

市
下
笠
居
の
墓
地
を
訪
問

▲埋葬墓地の場所を発見し、本の資料集
めを担当した石井利邦さん

▲

本は 1,000 部発
行し、約 300 部を
無料配布。会のメン
バーが集まって、袋
詰め作業を行う際中
には、「家庭に 1 冊、
置いてくれたらええ
なあ」という声が上
がります

※当時、七義士の遺体を埋葬することは丸亀・多度津両藩に禁じられており、ようやく受け入れてくれたのが下笠居地区の人々でした

▲七義士の遺徳を顕彰する会会長の
千秋直康さん

『西讃百姓一揆
― 七人童子と七人同志 ―』

寛延3（1750）年の西讃百姓一揆のときに
提出された十三ヵ条の要求や、一揆後の顛末、
各地の「イキアイ（七義士が化けて出る）」伝説

など、現存する当時の古
文書や石碑、墓などを丹
念に辿った成果がまとめ
られています。また、高
松市下笠居地区の「埋め
墓」発見の経緯、町おこ
しとして続いていた権
兵衛芝居の歩みなども
掲載。1冊1,000円（資
料のDVD付）。問い合
わせは千秋直康さん
（☎62-3452）まで。

七義士を祀る豊中町笠田笠岡地区
の七義士神社。ここには、大西権兵
衛の辞世の句碑が建てられており、
あの大平正芳元総理が外務大臣時
代に書いた文字が刻まれています

七義士の遺徳を顕彰する会の皆さん

※当

など
文書
念に
られ
松
墓
し
兵
掲
料
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